
ています。特にパート社員については、「長く勤めてもらうため
にはどうしたらよいか」ということを常に念頭に置いて考えてお
り、そのための工夫として、フルタイムでの勤務が可能になり、
3年が経過して上司が許可すれば「正社員」に登用するという制
度を１０年前から採用してきました。本制度によりパート社員か
ら正社員になり現在も在籍している従業員は、全女性従業員中
３３％にものぼります。なお、派遣社員では人員の入れ替わりも
あり技術の伝承が難しいので、当社では派遣社員の受入は行っ
ていません。
■育児休暇後の職場復帰の奨励
　育児休暇期間中の戦力ダウンを一定期間乗り切るのは現実
問題として大変苦しいですが、当社では従業員の育休取得後
の職場復帰も奨励しており、育休後職場復帰して現在も在籍し
てくれている従業員が、全女性従業員中１３％います。

取り組んでいるモノ＝「システム化」と「見せる化」
　ここまで、現場力の維持について紹介してきましたが、これだ
けではまだまだ海外の低価格に対抗することは難しく、多品種
少量生産に特化するとともに、さらにＱＣＤを追究するために
推進しているのが、「システム化」と「見せる化」です。
■システム化
　当社では、多品種少量生産に対応するため現場力の維持だ
けでなく併せて効率的な生産システムの構築に向けて様々な
工夫をこらしています。
当社の生産システム（図）の構築には長い歴史があり、受発注
のシステムは３０年以上前にオフコンを採用したころまでさか
のぼりますが、その後１９９３年頃から自前で構築し始めた社内
ネットワークシステムとパソコン等ハードウェアの低価格化、そ
してタブレット端末の出現により飛躍的に進みました。
　自前で構築している主なシステムは図のとおりですが、これ
らはそれぞれデータベース化された情報に基づき、相互に関
わって運用されています。今後もまだまだ課題や改善の余地が
あり、人材育成と現場力向上、実装技術や生産技術の改善と併
せて精進してまいります。
■見せる化
　当社は、「見える化」ではなく「見せる化」をキーワードに取り
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お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

はじめに
　当社は、プリント基板実装を主な業務とする中小企業で、今
年、創業５０周年を迎えることになりました。当社の看板は、「多
品種少量生産」で、月間８００種類以上のプリント基板製品の実
装をしています。４ラインある実装ラインでは毎日十数回の段
取り替えが必要になることもあり、管理面でもシステム的にも
多品種少量生産に特化した自前の仕組みを構築しています。
　実装・ものづくりの世界では、グローバル化という名のもと
製造工場の海外シフトが進むなか、国内の小規模な実装メー
カーでは試作に特化したり、多品種少量製品の受注など品質と
技術力の高さを売り物に競争せざるを得ない状況となってい
ます。ただ、海外の実装技術といえども、特に品質問題が発生
した場合の解析や対応に時間を要するなど課題も多く見受け
られ、これがネックとなり国内回帰の動きも一部では見られる
ようになってきています。
　特に計測機器や産業機器の多品種少量生産分野では、設備
はもちろん、マニュアルや標準化をいくら進めても高品質の生
産を維持することは困難であり、結局は現場の優秀な作業員
のスキルに頼らざるを得ず、実装技術の技能伝承が非常に重
要なカギとなります。

大切にしているモノ＝「現場力」
　海外の安価な現地生産に対抗するためには、価格競争に持
ち込まないためにも多品種少量は当然として、小型化、高機能
化、高品質といった要求に応えていくことが求められるので優
秀な現場力の維持が必要不可欠となります。しかし、当社のよ
うな中小企業では優秀な実装技術者を多数抱えることは不可
能であり、多品種少量生産に対応するためには、ＯＪＴを中心と
した作業員のスキルアップしか方法はないと考えています。計
画的な人材の育成のためには現場での技能伝承・維持は大変
重要で、様々な工夫をこらしながら取り組んでおり、その代表
例を紹介します。
■パート従業員の正社員化
　新卒者の採用のほかに中途採用でパート社員を募集するこ
とがありますが、採用時には応募者の多様なニーズに応えるた
め、フルタイムではなくパートタイムでの勤務希望者も採用し

組んでいます。ここ３年ほどのテーマとして、システム化を進め
るため「全ての作業ログを収集する」ことを目的に、現場作業員
一人ひとりほぼ全員にタブレット端末を支給しています。多品
種少量生産の場合、一つの作業が１０分や２０分で終了すること
も多く、そのたびにいちいち管理者に指示を仰いでいたら非常
に効率が悪いことから、「作業指示端末」としてタブレット端末を
活用しています。このタブレット端末は「作業指示端末」として
使われるほか、「作業ログ収集端末」としても機能しています。
　作業者は「指示された作業」を確認した後、「作業開始」と「作
業終了」をボタン操作で入力します。「誰が、いつ、どれだけの時
間、どんな作業を」実施したのかなど膨大な量の作業ログが
データとして集積され、「機種ごとの生産性」、「作業改善による
時間短縮」、「作業者ごとの特性」などの情報が見えるように
なってきています。

今後の事業展開について
　ここまで紹介してきた各種システムから得られるデータ以外
にも、実装機本体から取り出せる各種情報、各種センサーから
取り出される情報などを組み合わせ、「実装ラインの進捗の見
せる化」に取り組んでおり稼働しはじめたところです。最近よく
耳にする、いわゆる「ＩoＴ」については、あらゆるものがネットを
介して情報として相互に作用するようなイメージですが、当社
でも自前の社内サーバにあらゆる情報が集積され、相互に関
連付けされることを目指しています。例えば、タブレット端末か
らは作業者の作業進捗状況がログとしてデータ化されるほか、
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実装機からも進捗状況がログとして収集されますし、基板上の
部品一つひとつは、その部品の入荷時からヒモ付けされていま
す。製品のトレーサビリティのみならず、あらゆる情報をデータ
化し「見せる化」することを目指しています。収集・蓄積されてい
くあらゆるデータを基に、それぞれの関連性や、その因果関係
について解析できればと考えているところです。
　最後に、海外に生産が移転された製品が全面的に国内生産
に戻ることがほとんど期待できない以上、海外工場との競争に
勝ち抜いていかなければなりません。当社としては多品種少量
生産に特化した生産システムの構築をさらに促進するとともに、
「品質も考えれば国内で生産した方がトータル的に安くなる」と
いうことを訴え続ていきたいと思います。

京都発！ 我が社の強み

Comp a n y  D a t a
代表者／取締役社長／宮下 晋哉
所　在　地／〒６１２-８３９２

京都市伏見区下鳥羽北の口町９２番地
設　　　立／１９６５年
資　本　金／４，５００万円
従　業　員／１１０人
事 業 内 容／電子応用機器の設計および製造

（産業用プリント基板・ユニット製品の
組立および検査等）
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社内（工場）で収集したヒト、モノに関するデータを社内サーバにつなげて、「インターネット・オブ・シングス」（ＩoＴ）で実装工程
を効率化する技術・ソリューションを構築し、「多品種少量生産」に果敢に取り組む技術集団、双和電機株式会社の宮下社長に
お話を伺いました。

京都発！我が社の強み

現場力と、システム化で生き抜く！！

双和電機生産システム

タブレット作業ログ収集画面

タブレット作業指示画面

実装機ライン進捗モニター
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